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令
和
２
年
を
迎
え
て 

 
 
 

    
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

西
東
京
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
秋
に
は
「
即
位
の
礼
」
が
執
り
行
わ
れ
、
新
た
な
「
令
和
」

の
時
代
を
迎
え
た
こ
と
を
改
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
「
令
和
」
と
な
っ
て
初
め
て
の
年
明
け
を
迎
え
ま
し
た
が
、
現

在
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
て
お
り
、
人
口
構
造
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
て
い
ま
す
。
人
口
全
体
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
増
え
、
い
わ

ゆ
る
「
生
産
年
齢
人
口
」
の
割
合
が
減
っ
て
き
て
い
る
社
会
の
中
で
は
、

お
元
気
な
高
齢
者
に
就
業
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
参
加
を
通
じ
て
地

域
の
中
で
ご
活
躍
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
培
っ
た
知
識
や

技
能
を
大
い
に
生
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
活
気
あ
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

本
市
は
も
と
よ
り
、
国
を
あ
げ
て
目
指
し
て
い
る
「
地
域
共
生
社
会
」

は
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
主
体
的
に
活
躍

で
き
る
地
域
社
会
の
こ
と
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
大
き
く
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
り
一
層
の
会

員
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
者
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

  

 

丸
山 
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一 

 

当
セ
ン
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誉
会
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心
配
り
を
大
切
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

  

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
中
は
ま
た
、
世
界
の
各
地
で
多
く
の
自
然
災 

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
も
相
次
ぐ
台
風
の 

襲
来
で
、
こ
の
関
東
と
周
辺
で
も
大
き
な
被
害
を
被 

り
、
未
だ
に
復
興
の
目
途
さ
え
た
っ
て
い
な
い
と
こ 

ろ
が
あ
ち
こ
ち
に
み
ら
れ
ま
す
。 

 

一
方
、
新
天
皇
の
即
位
・
改
元
、
日
本
で
開
催
さ 

れ
た
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
杯
の
盛
況
、
ノ
ー
ベ
ル
化 

学
賞
の
受
賞
な
ど
、
明
る
い
こ
と
も
沢
山
あ
っ
た
年 

で
し
た
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
は
３
月
下
旬
に
移
転
、
新
事
務
所
で 

中
期
５
か
年
計
画
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
計 

画
初
年
度
の
実
施
状
況
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、
令 

和
２
年
度
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。
そ
の
主
柱
は
会
員 

の
増
強
・
能
力
向
上
と
就
業
機
会
の
拡
充
・
開
拓
で
す
。 

少
子
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
で
高
齢
者 

の
雇
用
機
会
が
増
え
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は 

高
年
齢
者
の
唯
一
の
活
動
団
体
で
は
な
く
な
っ
て
き 

て
お
り
ま
す
。
会
員
の
活
動
の
質
と
成
果
が
、
よ
り 

厳
し
く
問
わ
れ
る
時
代
に
な
っ
て
来
て
い
る
と
自
戒 

し
て
い
ま
す
。 

  
 

新
年
に
あ
た
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
で
清
々
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

旧
年
中
は
、
各
分
野
で
の
就
業
に
ご
精
励
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
事
業
そ
し
て
事
務
局
に
対
し
て

も
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
は
、
東
京
で
２
回
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
2020
年
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
の
年

公

益 

社
団
法
人 

西
東
京
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

と
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
が
令
和

で
の
初
め
て
の
年
明
け
を
迎
え
、「
子
年
」
に
あ
た

り
、
再
び
新
し
い
干
支
の
サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト
す

る
年
で
も
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
当
セ
ン
タ
ー
は
平
成
31
年
度

に
５
か
年
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
２
年
目
を
迎
え

る
と
こ
ろ
で
す
。
会
員
の
減
少
が
続
く
中
、
ア
ス
タ

セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
で
の
活
動
紹
介
フ
ェ
ア
の
継
続

実
施
、
出
張
説
明
会
の
増
、
新
た
に
女
性
限
定
の
入

会
説
明
会
を
実
施
す
る
な
ど
会
員
の
拡
充
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

さ
ら
に
、
11
月
に
は
会
員
皆
様
に
よ
る
新
入
会

員
紹
介
お
よ
び
新
規
受
注
紹
介
を
し
て
い
た
だ
く

事
で
の
セ
ン
タ
ー
へ
の
貢
献
表
彰
制
度
も
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
。
是
非
、
お
友
達
や
ご
家
族

の
方
な
ど
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

そ
し
て
、
こ
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、
会
員
・

理
事
・
事
務
局
が
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
（
ワ
ン
チ
ー

ム
）
と
な
り
、
会
員
を
増
や
せ
る
よ
う
に
ト
ラ
イ
し
、

当
セ
ン
タ
ー
を
一
層
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
管
理
に
ご
留

意
い
た
だ
き
、
本
年
が
素
晴
ら
し
い
1
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

代

表

理

事 

会

長  
 

渡
邊 

康
生 

常

務

理

事 

事

務

局

長  
 

成
田 

始 

 

市
民
や
発
注
者
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
評
価
さ
れ 

ま
す
の
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
貴
重
な
人
生
経
験
に 

培
わ
れ
た
人
格
が
、
活
動
の
場
で
自
然
に
現
れ
る
か 

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
思
い
や
り
と
心
配
り 

の
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
元
気
に
行
動
し
て 

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

半
世
紀
ぶ
り
２
度
目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
。 

健
全
な
る
精
神
は
健
全
な
る
身
体
に
宿
る
、
と
い
う 

言
葉
を
思
い
起
こ
し
て
皆
様
の
心
意
気
に
期
待
し
な

が
ら
、
今
年
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 
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ね
ん
り
ん 

（ 

№ 

161 

号 

） 

 

就
業
期
間
及
び
就
業
年
齢

制
限
に
伴
う
交
代
の
公
募
人

数
が
次
の
通
り
200
名
と
な
り

ま
し
た
。 

一
方
、
こ
れ
に
対
す
る
応
募

可
能
会
員
は
、
制
限
該
当
会
員

205
名
、
10
月
末
現
在
の
未
就

業
会
員
279
名
、
市
報
等
ス
ポ
ッ

ト
就
業
会
員
122
名
、
さ
ら
に

11
月
20
名
と
12
月
の
新
入
会

員
を
加
え
る
と
約
640
名
と
な

り
ま
す
。 

応
募
可
能
会
員
に
対
し
て

は
、
本
紙
11
月
15
日
号
掲
載

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て

11
月
28
日
に
公
募
関
係
書
類

の
発
送
、
12
月
26
日
に
公
募

受
付
を
締
め
切
り
ま
し
た
。
今

後
は 

1
月
23
日
～
30
日
に

応
募
者
面
接
、
2
月
中
旬
に
交

代
要
員
決
定
、
3
月
引
継
ぎ
及

び
研
修
を
経
て
4
月
1
日
就

業
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

（
事
業
推
進
部
会
） 

令
和
２
年
４
月
就
業
開
始 

「
就
業
制
限
（
期
間
・
年
齢
）」
に
伴
う
交
代
要
員
の
公
募 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー 

最
近
、
家
系
図
作
り
が
静
か
な
ブ
ー
ム
に
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
人
生
百
年
の
時
代
に
自
分
の

家
系
を
紐
解
き
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
年
輪
、
年
縞
を
知

る
こ
と
で
、
今
の
自
分
の
立
つ
位
置
を
改
め
て
振

り
返
る
こ
と
は
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
自
分
の
ル
ー
ツ
を
知
る
手
段
は
戸
籍
で

す
。
戸
籍
制
度
は
明
治
初
期
に
確
立
し
そ
の
後
途

絶
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
戸

籍
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
で
200
年
前
の
江
戸
時
代
を

生
き
た
先
祖
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

家
系
図
作
成
の
代
行
を
専
門
家
に
依
頼
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
自
分
で
戸
籍
を
取
り
寄
せ
て
知

ら
な
か
っ
た
先
祖
に
つ
い
て
、
少
し
ず
つ
読
み
解

く
こ
と
は
過
去
の
未
知
の
世
界
へ
の
探
検
で
あ

り
、
家
系
図
作
成
の
一
番
の
魅
力
で
す
。 

私
の
家
系
図
作
成
の
探
検
の
旅
は
、
少
し
時
間

を
要
し
ま
し
た
が
1847
年
（
弘
化
4
年
）
の
1
世
代

前
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
祖
の
未
知

の
世
界
に
思
い
を
馳
せ
、
そ
の
時
代
の
世
の
中
の

出
来
事
と
重
ね
合
わ
せ
、
あ
れ
こ
れ
想
像
を
巡
ら

す
こ
と
は
心
と
き
め
く
も
の
で
す
。
そ
れ
に
自
分

を
出
発
点
と
し
て
子
供
、
孫
た
ち
の
裾
野
の
広
が

り
を
見
る
と
き
、
長
い
歴
史
の
中
で
一
人
の
バ
ト

ン
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
自
分
の
存
在
と
責
任
を
再

認
識
し
た
旅
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

家
系
図
と
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
生
き
た
証
を
後

世
に
伝
え
る
こ
と
は
、
そ
の
時
の
彼
ら
に
元
気
を

与
え
る
こ
と
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
も
時

間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
ご
自
分
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

ヒ
ス
ト
リ
ー
の
探
検
の
旅
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。 

（
理
事 

山
田
孝
輝
） 

 

職  種 公募人数 内   訳 

学校関係 86  学校施設管理 21、交通擁護 47、内外清掃 18 

施設管理 3  消費者センター2、老人憩の家 1 

福祉会館保安 3  新町 1、ひばり 1、富士町 1 

公共施設清掃 7  福祉会館 5（新町 1、ひばり 1、富士町 1）、 
 地区会館 2（向台 1、芝久保 1） 

公共施設トイレ清掃 7  保育園 

公園維持管理 12  東部 2、北部 4、南東部 1、南部 1、西部 4 

放置自転車関係 46  各駅放置自転車 44、同保管所 2 

駐輪場管理 8  有輪（ひばり南口）2、田無病院 2、アスタ（田無）1、 
 プレゴ（ひばり北口）2、イトマンスイミング（東伏見）1 

駐車場管理 9  新井駐車場 3、佐々病院 2、多摩六都館 3、きらっと 1 

学校清掃 2  武蔵野大学（新町） 

美化、喫煙マナー 3  東伏見 1、田無 1、ひばりヶ丘 1 

家具リサイクル 3  リサイクルセンター 

幼稚園の門の監視 1  向ヶ丘 

マンション清掃 4  西原グリーンハイツ 

団地清掃 1  JKK西原 

受付管理 1  芝久保運動場 

広報板掲示 1   

店舗開錠ゴミ分別 1  西友ひばりが丘 

通行人見守り 2  八栄興業 

合 計 200名 現場の事情により変更が生じる場合があります。 
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        理 事 会 一 同 

さらなる前進  輝く年に！  

 

役員写真（敬称略） 

後列：北村、長谷川、小池、松山、堀、對馬、平田(監事)、海老 

前列：山田、成田、渡邊、柳沢、長谷川、佐藤、水口、白瀬(監事)

（円内：伊田） 

理
事
会
報
告 

 
令
和
元
年
11
月
・
12
月 

定
例
理
事
会
報
告 

 

11
月
27
日 

12
月
20
日 

て
お
招
き
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

２ 

西
東
京
市
健
康
福
祉
部
生
活
福
祉
課

に
令
和
２
年
４
月
か
ら
設
置
さ
れ
る

「
生
涯
現
役
応
援
窓
口
」
業
務
に
つ
い

て
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
協
力
要
請
が
あ
り
、

協
議
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
が
担
う
事

業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
適
宜
報
告
し

11
月
と
12
月
の
理
事
会
で
審
議
さ
れ
た

内
容
を
ま
と
め
て
報
告
し
ま
す
。 

１ 

令
和
２
年
度
新
年
会
を
１
月
１８
日

（
土
）
午
後
２
時
か
ら
、
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル 

（
小
ホ
ー
ル
）
で
開
催
し
ま
す
。
な
お
「
式 

次
第
」
と
と
も
に
、
丸
山
浩
一
当
セ
ン
タ 

ー
名
誉
会
長
・
西
東
京
市
長
、
田
中
の
り 

あ
き
西
東
京
市
議
会
議
長
が
来
賓
と
し

７ 

今
春
４
月
に
む
け
て
の
就
業
制
限
に

よ
る
交
代
ス
ジ
ュ
ー
ル
は
、
順
調
に
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
１２
月
１２
日
・
１３
日

の
交
代
要
員
の
公
募
に
関
す
る
説
明
会

に
は
、
141
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

併
せ
て
、
面
接
の
日
程
が
承
認
さ
れ
、

面
接
担
当
理
事
の
分
担
も
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

８ 

安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
「
令
和
２

年
度
『
安
全
就
業
標
語
』
の
テ
ー
マ
お
よ

び
公
募
日
程
に
つ
い
て
」
は
、
１１
月
定

例
理
事
会
時
に
提
案
・
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 

１２
月
１３
日
に
公
募
締
め
切
ら
れ
ま

し
た
が
、
テ
ー
マ
１
（
東
京
し
ご
と
財
団

共
通
）「
就
業
中
お
よ
び
経
路
途
上
の
交

通
事
故
防
止
」、
テ
ー
マ
２
（
当
セ
ン
タ

ー
設
定
）
「
危
険
予
知
に
よ
る
事
故
防

止
」
に
前
者
は
３２
点
、
後
者
は
３１
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

１２
月
の
理
事
会
で
は
、
公
募
の
作
品

に
対
し
て
、
第
１
次
選
定
と
し
て
、
５
点

ず
つ
選
定
し
合
い
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ

ー
と
し
て
は
前
者
１
点
、
後
者
は
３
点

を
、
統
括
会
議
で
最
終
選
定
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
東
京
し
ご

と
財
団
に
送
ら
れ
て
審
査
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

  

ま
す
。 

３ 

白
瀬
、
平
田
両
監
事
に
よ
る
中
間
監

査
が
１１
月
１４
日
実
施
さ
れ
、
指
摘
す

べ
き
事
項
は
な
い
と
報
告
を
受
け
ま

し
た
。 

４ 

令
和
元
年
度
第
４
回
地
域
班
長
会

議
の
日
程(

２
月
６
日(

木)

開
催)

と
当

日
の
議
題
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

議
題
①
令
和
２
年
度
各
委
員
会
の
事
業

計
画
に
つ
い
て 

②
広
報
等
配
布
事
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て 

③
貢
献
表
彰
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

な
お
会
議
終
了
後
、
理
事
・
監
事
と
の

合
同
懇
親
会
（
会
場
は
、
こ
も
れ
び
ホ

ー
ル
「
は
な
み
ず
き
」）
の
開
催
を
了
承

し
ま
し
た
。 

５ 

活
動
紹
介
フ
ェ
ア
を
１
月
３１
日

（
金
）、
２
月
１
日
（
土
）
の
２
日
間
、

ア
ス
タ
2
階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
で
開

催
し
ま
す
。 

 

案
内
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
、
定
例
入

会
説
明
会
（
2
月
17
日
（
月
）、
3
月

16
日
（
月
））
と
と
も
に
、「
出
張
入
会

説
明
会
」（
3
月
11
日
（
水
））
の
作
成

を
広
報
部
会
が
編
集
し
て
い
ま
す
。 

６ 

「
中
期
計
画
策
定
推
進
委
員
会
設
置

要
綱
」
改
正
に
伴
い
、
新
メ
ン
バ
ー
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
任
期
は
、
令
和

３
年
定
時
総
会
終
結
時
ま
で
） 
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つ
い
て
成
田
局
長
か
ら
丁
寧
な
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

２ 

事
業
推
進
委
員
会
よ
り
交
代
要
員
や

公
募
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。 

３ 

企
画
総
務
委
員
会
よ
り
会
員
拡
大
の

為
の
貢
献
表
彰
制
度
及
び
表
彰
規
定
一

部
改
正
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。 

４ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
よ
り
9
月
の

統
一
美
化
運
動
で
は
過
去
最
高
の
524
人

の
方
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。 

 

質
疑
応
答
で
も
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

 
11
月
11
日
（
月
）
セ
ン
タ
ー
事
業
運

営
室
に
お
い
て
、
34
班
地
域
班
長
（
1

班
欠
席
）
と
理
事
、
監
事
、
事
務
局
合
わ

せ
て
52
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

渡
邊
会
長
か
ら
「
今
日
迄
の
活
動
を

振
り
返
り
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
あ
っ
て
い
き
ま
す
。 

市
民
ま
つ
り
で
は
パ
レ
ー
ド
参
加
も

含
め
延
べ
150
名
の
参
加
を
頂
き
、
先
の

市
民
文
化
祭
も
女
性
会
員
の
皆
様
、
ま

た
多
く
の
就
業
の
場
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
会
員
の
尽
力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

１ 

各
地
域
班
か
ら
の
意
見
・
要
望
に

１１
月
２５
日 

１２
月
２１
日 

 

第

３
回

地

域

班

長

会

議

を

開

催 

の
事
業
運
営
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
総
務
部
会
） 

     

西 部 圏 域  

第
4
回
地
域
班
長
会
議 

日 

時 

平
成
31
年
2
月
6
日
（
水
）

午
後
2
時 

場 

所 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

事
業
運
営
室 

※
詳
細
は
追
っ
て
ご
案
内
し
ま
す
。 

地域班長会議 地域班長会議 

令和元年（平成 31年）の歩み 

1 月 会員新年会（こもれび小ホール） 

2 月 第４回地域班長会議 

 活動紹介フェア（アスタセンターコート） 

3 月 当センター事務所移転（富士町 1-7-69） 

 東京マラソンボランティア活動 

 新就業会員研修会 

 新入学児童交通安全の集い(田無自動車教習所) 

4 月 地域班新班長研修会 

 第１回地域班長会議 

 地域合同パトロール（あらやしき公園） 

5 月 田無駅踏切ボランティア活動 

 環境美化活動（ごみゼロ運動） 

 接遇研修会（市報配布関係者） 

 警視庁より感謝状授与（地域安全活動） 

6 月 第９回定時総会開催（こもれびホール） 

 市民向け布ぞうり講習会（エコプラザ） 

7 月 安全就業強化月間 

 ＡＥＤ講習会 

 安全就業推進のつどい（こもれびホール） 

 女性限定出張入会説明会（田無庁舎） 

 第２回地域班長会議 

 広報等配布事業改善プロジェクトチーム発足 

 貢献表彰制度検討プロジェクトチーム発足 

 活動紹介フェア（アスタセンターコート） 

8 月 会員接遇研修会（学校関係者） 

 出張入会説明会（保谷駅前公民館） 

9 月 田無駅踏切ボランティア活動 

 環境美化活動（ごみゼロ運動）      

 財団による安全就業パトロール 

 フレイルサポーター講習会 

10 月 市民文化祭参加（柳沢公民館） 

 出張入会説明会（芝久保公民館） 

 女性限定出張入会説明会（保谷庁舎） 

 会員接遇研修会（未就業者） 

11 月 市民まつり参加（いこいの森公園） 

 貢献表彰制度スタート 

 第３回地域班長会議 

 会員接遇研修会（自転車関係者） 

12 月 田無駅踏切ボランティア活動 

 市民向け毛糸の帽子作り講習会(エコプラザ) 

 家事援助清掃講習会（消費者センター） 
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子
年
生
ま
れ(

72
・
84
歳
）
の
会
員
さ
ん
か
ら
の
声 

 

令
和
最
初
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
一
言 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
２
年
の
年
女
に
な
り
72
才
で
す
。

こ
こ
ま
で
母
が
亡
く
な
っ
た
年
を
疾
う
に

越
え
、
64
才
で
癌
に
な
り
今
年
で
丸
８

年
、
あ
と
２
年
で
通
院
も
終
り
薬
か
ら
も

解
放
さ
れ
ま
す
。
病
院
の
先
生
方
に
は
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
し
、
華
工
房
で
古
布
か
ら

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
楽
し
み
な
が
ら
手

作
り
し
販
売
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

そ
し
て
今
フ
レ
イ
ル
予
防
の
サ
ポ
ー
タ

ー
に
参
加
し
、
健
康
を
皆
で
考
え
る
時
間

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
元
気
で

い
ら
れ
る
の
は
感
謝
の
気
持
ち
と
前
向
き

な
自
分
が
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

特 集 

 

 

 

新
年
を
迎
え
て
、
身
体
を
動
か
す
事

が
好
き
な
の
で
今
の
お
仕
事
を
楽
し
く

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
先
ず
体
力
作
り
、
仕
事
以
外
の
日
は
、

一
日
一
万
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
ラ
ジ

オ
体
操
を
７
年
程
続
け
て
お
り
ま
す
。 

楽
し
み
は
西
武
球
場
外
野
席
で
の
応

援
。
友
達
と
日
帰
り
も
含
め
年
３
～
４

回
の
旅
行
。
今
ま
で
北
海
道
内
は
殆
ん

ど
利
尻
・
礼
文
島
ま
で
、
東
北
の
紅
葉
、

南
は
沖
縄
の
首
里
城
、
八
重
山
諸
島
ま

で
、
ど
こ
も
す
ば
ら
し
か
っ
た
。 

今
年
は
宮
古
島
諸
島
を
計
画
中
で

す
。 

今
年
は
ね
ず
み
年
、
と
い
う
こ
と
で
私

は
年
女
。
団
塊
の
世
代
に
生
ま
れ
、
学
生

時
代
は
受
験
戦
争
、
就
職
は
氷
河
期
、
結

婚
に
至
っ
て
は
女
性
が
ト
ラ
ッ
ク
一
台

に
適
齢
期
の
男
性
は
一
人
と
言
わ
れ
て

き
た
。
そ
の
間
、
そ
れ
こ
そ
ね
ず
み
の
よ

う
に
走
り
回
っ
て
、
気
が
付
い
た
ら
あ
っ

と
い
う
間
に
時
代
は
昭
和
、
平
成
、
令
和

と
過
ぎ
た
。
現
在
は
苦
楽
を
と
も
に
し
た

主
人
、
よ
き
友
人
や
仕
事
仲
間
に
出
会
っ

て
な
ん
と
か
落
ち
着
き
、
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
る
。
今
年
も
心
身
と
も
に
健

康
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

     

ひ
ま
わ
り
の
黄
色
と
輝
く
よ
う
な
陽

ざ
し
が
押
し
寄
せ
て
き
ま
す
。
東
郷
青

児
美
術
館
の
名
画
「
ひ
ま
わ
り
」
で
す
。 

 

ゴ
ッ
ホ
を
知
っ
た
の
は
、
中
学
の
教

科
書
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
ハ

ー
グ→

ク
レ
ラ
ー
ミ
ー
ラ→

ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
と
オ
ラ
ン
ダ
の
美
術
館
を
巡

り
、
心
ゆ
く
ま
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。
初

期
の
暗
い
作
品
か
ら
南
フ
ラ
ン
ス
で
の

陽
光
あ
ふ
れ
る
色
彩
、
ど
れ
も
大
好
き

で
す
。
弟
テ
オ
、
そ
の
妻
と
二
人
の
協

力
が
無
け
れ
ば
、
今
日
の
ゴ
ッ
ホ
作
品

は
残
っ
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。 

 

私
も
年
齢
を
重
ね
ま
す
が
、
色
あ
せ

る
こ
と
な
く
輝
き
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。 

   

富
士
町
２
班 

 
齋
藤 

千
惠
子 

南
町
班 

 

工
藤 

勇 

な
ん
と
年
女 

炎
の
画
家
ゴ
ッ
ホ 

起 
 

南
町
１
班 

 

工
藤 

勇 
 

 

今
を
楽
し
む 

 

緑
町
班 

 

石
川 

育
子 

 

昭 
 

 

楽
し
く
生
き
て
行
く 

 

中
町
２
班 

 

石
井 

芳
子  
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・ 
 

 

昨
夏
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
ま
し
た
。
元
気
に
活
動
で
き
る
健

康
寿
命
は
男
72
歳
、
女
74
歳
だ
そ
う
で
す
。

今
年
丁
度
そ
の
年
齢
に
到
達
し
ま
す
。
徐
々

に
衰
え
て
要
介
護
に
な
る
訳
で
す
。 

衰
え
を
早
く
認
識
し
て
適
切
に
対
応
す

れ
ば
健
康
状
態
に
戻
せ
ま
す
。
対
応
に
は
運

動
、
栄
養
、
社
会
参
加
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。

市
や
当
セ
ン
タ
ー
で
は
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ

ク
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。 

是
非
定
期
的
に
継
続
受
講
し
て
自
身
の

状
態
を
知
り
、
弱
点
を
改
善
し
健
康
寿
命
を

延
ば
し
ま
し
ょ
う
。 

年
男
奮
闘
し
て
い
ま
す 

北
町
班 

 

上
田 

二
三
雄 

 

会
社
を
定
年
退
職
し
、
即
、
当
セ
ン
タ

ー
に
入
会
し
ま
し
た
。
入
会
後
、
一
貫
し

て
「
市
報
の
配
布
」
を
し
て
お
り
ま
す
。

理
由
と
し
て
は
、
自
分
の
時
間
が
、
持
て

る
こ
と
、
あ
る
程
度
自
分
の
裁
量
が
働
く

点
で
す
。 

ま
た
、
今
流
行
り
の
「
フ
レ
イ
ル
予
防
」

に
も
繋
が
る
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
す
。

配
布
先
で
、「
ご
苦
労
様
」
と
声
を
か
け
て

い
た
だ
く
と
疲
れ
が
吹
き
飛
ん
だ
り
し
ま

す
。
た
だ
、
台
風
、
大
雪
等
が
配
布
時
期

に
重
な
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
点
は
、
大

変
苦
労
し
て
い
ま
す
。
配
布
時
期
の
幅
広

い
運
用
や
配
布
種
類
物
の
平
準
化
等
を
考

慮
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。 

 

年
男
の
今
年
も
市
民
の
方
々
に
ホ
ッ
ト

な
情
報
を
届
け
る
た
め
奮
闘
し
て
参
り
ま

す
。 

仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
た
後
、
現
役
時

代
か
ら
憧
れ
て
い
た
釣
り
、
平
日
ゴ
ル

フ
、
音
楽
、
旅
行
、
田
舎
暮
ら
し
な
ど
満

喫
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
自
由
な
生
活
も

６
カ
月
位
過
ぎ
る
と
何
か
物
足
り
な
く

な
り
、「
朝
起
き
て
今
日
も
一
日
や
る
事

な
し
」
に
共
感
し
た
り
、
反
省
も
し
た
り

で
生
活
に
刺
激
が
欲
し
く
な
っ
た
。
シ

ル
バ
ー
人
材
に
入
会
し
て
学
校
施
設
管

理
の
仕
事
も
３
年
に
な
る
が
、
腰
痛
が

和
ら
ぎ
生
活
面
で
も
メ
リ
ハ
リ
が
持
て

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

社
会
と
の
繋
が
り
、
働
く
こ
と
の
大

切
さ
を
実
感
し
、
体
と
相
談
し
な
が
ら

生
活
し
て
い
る
。 

（
写
真
は
北
海
道
地
震
当
日
の
朝
、
函
館
港
に
て
） 

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う 

を
我 

泉
町
２
班 

 

西
浦 

善
明 

 

 

自
然
を
身
近
に
、
子
供
達
の
声
、
小

鳥
の
さ
え
ず
り
、
歩
く
会
の
仲
間
と
語

り
笑
う
、
汗
を
共
に
流
す
。
穏
や
か
な

年
頭
に
思
う   

栄
町
・
ひ
ば
り
が
丘
北
班 安

野 

富
子 

84
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
思
う
。
戦
時
中
の
出
来
事
、
広

島
・
長
崎‥

‥

。
広
島
と
長
崎
は
何
度
か

訪
れ
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の
様
子
は
鮮

明
に
甦
っ
て
き
ま
す
。 

 

そ
し
て
東
京
大
空
襲
、
３
月
10
日
、

私
の
前
か
ら
消
え
た
澄
子
ち
ゃ
ん
と
そ

の
家
族
の
こ
と
。「
春
休
み
に
な
っ
た
ら

‥
‥

」
の
声
が
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。
二

度
と
再
び
、
あ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

り
ま
せ
ん
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

古
希
を
過
ぎ
て
思
う
こ
と 

東
伏
見
班 

 

原
田 

精
一 

一
歩
外
へ
出
れ
ば
、
徒
歩
は
加
害
よ

り
も
被
害
、
自
転
車
は
被
害
と
加
害
。
伏

見
通
り
の
開
通
で
車
量
の
漸
増
。
交
叉

点
渋
滞
個
所
に
。
家
の
前
の
通
り
の
静

か
さ
は
昔
の
話
。
今
や
脇
道
と
し
て
の

車
の
往
来
。
新
住
民
も
増
え
交
通
事
故

の
心
配
大
。
自
転
車
利
用
の
私
は
、
ス
ピ

ー
ド
オ
ー
バ
ー
の
車
、
母
親
と
子
供
の

ア
シ
ス
ト
自
転
車
、
年
輩
の
人
の
歩
行
、

学
校
帰
り
の
児
童
、
更
に
ス
マ
ホ
歩
き

の
人
等
、
多
く
の
注
意
を
払
い
な
が
ら

進
む
。 

ス
マ
ホ
の
ゲ
ー
ム
以
上
の
毎
日
の
サ

バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
時
代
に
既
に
入
っ

た
。
注
意
肝
要
。 

  

行
く
も
帰
る
も
サ
バ
イ
バ
ル 

中
町
２
班 

 

渡
部 

國
夫 



第 162 号              シルバーニュース              令和 2 年 1 月 15 日 

- 8 - 

  
 

子
年
の
干
支
を
迎
え
て
、
気
持
ち
は
40

歳
で
す
が
足
腰
は
大
分
違
う
な
と
感
じ
る

こ
の
頃
で
す
。 

少
し
散
歩
で
も
と
、
約
４
Ｋ
ｍ
を
「
あ

か
さ
た
な
」
～
「
お
こ
そ
と
の
」
と
20
回

位
声
を
出
し
た
り
、
耳
の
指
圧
を
し
な
が

ら
歩
い
て
い
る
と
「
あ
っ
」
と
言
う
間
で

す
。
途
中
鉄
棒
な
ど
に
も
ぶ
ら
下
が
っ
て

筋
力
維
持
を
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
普
通
の
自
転
車
で
、
一
時
間
位
（
約

10
Ｋ
ｍ
）
乗
っ
て
い
ま
す
が
西
東
京
市
界

隈
は
、
坂
道
も
程
よ
く
あ
り
足
腰
の
鍛
錬

に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。
皆
様
も
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？ 

 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

今
年
は
記
念
日
が
盛
り
沢
山
。
新
元
号

「
令
和
」
の
初
め
の
新
年
。
１
９
６
４
年

以
来
の
２
回
目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。 

私
自
身
で
は
６
回
目
の
「
子
年
」、
そ
し

て
金
婚
式
を
迎
え
ま
す
。
趣
味
の
テ
ニ

ス
、
こ
れ
は
長
年
続
け
て
い
ま
す
。
ス
ト

レ
ッ
チ
を
兼
ね
た
大
人
バ
レ
エ
も
や
っ

て
い
ま
す
。 

今
ま
で
健
康
で
過
ご
せ
た
こ
と
に
感

謝
し
つ
つ
今
後
も
継
続
し
て
、
元
気
に
お

役
に
立
て
る
仕
事
を
や
り
、
有
意
義
な
一

年
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 （
写
真
は
バ
レ
エ
発
表
会
時
の
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。） 

現
役
時
代
の
あ
る
時
期
、
海
外
出
張
に

頻
繁
に
行
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
間

に
訪
れ
た
国
は
15
ヶ
国
、
延
べ
に
し
て

60
回
。
仕
事
な
の
で
当
然
、
観
光
な
ど
は

あ
ま
り
出
来
な
か
っ
た
が
、
そ
の
国
の
文

化
・
国
民
性
等
を
知
る
貴
重
な
経
験
と
な

っ
た
。 

時
間
に
余
裕
が
で
き
た
現
在
、
夫
婦
で

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
旅
を
楽
し

ん
で
い
る
。
伊
・
ス
イ
ス
・
タ
ヒ
チ
・
仏

と
続
き
、
今
年
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を

計
画
。 

こ
の
楽
し
み
を
長
く
続
け
る
為
に
、
残

り
少
な
い
手
元
資
金
と
相
談
し
つ
つ
、
で

き
る
だ
け
長
く
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で

元
気
に
働
き
、
健
康
で
い
る
こ
と
が
肝
要

と
考
え
て
い
る
。 

海
外
の
旅
を
続
け
る
た
め
に 

 

富
士
町
２
班 

 

一
瀬 

哲
丈 

 

新
町
班 

 

浅
見 

賢
司 

 

干
支
を
迎
え
て 

 

記
念
日
（
特
別
な
日
） 

栄
町
・
ひ
ば
り
が
丘
北
班 

田
中 

千
枝
子 

下
手
な
横
好
き
か
ら
始
め
た
ゴ
ル
フ
、

人
並
み
の
ゴ
ル
フ
を
と
思
っ
た
ゴ
ル
フ

人
生
も
、
一
年
、
五
年
、
十
年
と
年
数
だ

け
は
増
え
た
が
、
い
っ
こ
う
に
フ
ォ
ー
ム

が
定
ま
ら
な
い
。
更
に
、
コ
ー
ス
か
ら
帰

る
た
び
に
毎
回
の
よ
う
に
同
じ
悩
み
を

繰
り
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
は
無
風

下
の
凧
で
は
終
わ
ら
な
い
ぞ
、
結
果
を
出

す
ぞ
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
終
わ
っ
て
み

る
と
ス
コ
ア
は
上
が
っ
て
い
な
い
。 

し
か
し
乍
ら
思
い
は
「
初
志
貫
徹
、
小

水
石
を
穿
つ
」
を
信
念
に
、
日
々
、
向
上

心
を
忘
れ
ず
邁
進
す
る
今
日
こ
の
ご
ろ

で
あ
る
。 

   

 

初
志
貫
徹 

小
水
石
を
穿
つ 

北
町
班 

 

橋
本 

安
芳 
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公
園
掃
除
を
始
め
早
や
５
年
。
自
分

な
り
の
ペ
ー
ス
が
作
れ
る
様
に
な
り
、

毎
朝
散
歩
の
人
と
も
顔
見
知
り
に
な

り
、
楽
し
く
作
業
し
て
お
り
ま
す
。 

 

本
題
に
入
り
ま
す
が
、
昨
年
８
月
に

は
久
々
の
登
山
、
八
ヶ
岳
の
天
狗
岳
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら
山
は

好
き
で
し
た
が
、
下
り
は
足
を
引
き
ず

り
な
が
ら
の
下
山
で
し
た
。
日
頃
の
運

動
不
足
、
脚
力
の
衰
え
を
実
感
し
た
次

第
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
体
力
に
応
じ

て
山
歩
き
を
し
た
い
と
つ
く
づ
く
思
い

ま
し
た
。 

 

満
72
歳
の
老
人
な
の
に
、
い
ま
だ
心

や
気
持
ち
が
定
ま
ら
ず
右
往
左
往
し
て

い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お

世
話
に
な
り
、
田
無
ア
ス
タ
周
辺
放
置
自

転
車
整
理
と
巡
回
の
仕
事
を
平
成
27
年

11

月
か
ら
行
っ
て
３
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
先
人
達
の
努
力
も
相
俟
っ
て
放
置
自

転
車
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

市
が
平
成
14
年
に
発
し
た
「
非
核
・
平

和
都
市
宣
言
」
を
記
し
た
石
碑
が
田
無
駅

前
広
場
中
央
部
の
平
和
の
リ
ン
グ
の
足

下
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
を
横
目
で
見

な
が
ら
放
置
自
転
車
を
探
し
て
い
る
昨

今
で
す
。 

近
況
報
告 

田
無
町
２
班 

 

香
山 

寛 

 今
年
は
干
支
の
子
年
生
ま
れ
で
８
周

目
に
入
る
。
目
標
は
活
力
あ
る
高
齢
者
と

し
て
生
き
る
こ
と
。
基
礎
は
心
と
体
の
健

康
で
あ
る
。
旅
行
大
好
き
で
伊
勢
神
宮
を

参
拝
し
た
。
製
造
業
で
働
い
て
い
た
頃
の

作
る
楽
し
さ
も
欲
し
い
。
畑
を
借
り
て
越

冬
野
菜
作
り
を
や
り
始
め
た
。
心
に
も
う

一
つ
明
る
さ
が
必
要
で
あ
る
。 

今
年
も
市
報
配
達
を
続
け
て
社
会
貢

献
と
達
成
感
を
持
ち
、
身
体
は
小
さ
な
農

業
で
汗
を
流
し
、
書
に
親
し
み
家
族
を
愛

し
、
歌
会
に
も
参
加
し
て
加
齢
を
華
麗
に

生
き
た
い
。
シ
ル
バ
ー
の
皆
様
と
の
出
会

い
に
感
謝
。 

子
年
生
ま
れ
の
目
標 

泉
町
１
班 

 

井
手 

晃 

 

山 

登 

り 

西
原
町
１
班 

 

佐
久
間 

章 

は
て
さ
て
『
も
う
』
72
歳
。
何
か
と
反
省

ば
か
り
。
子
供
３
人
無
事
独
立
。
孫
２
人
、

お
っ
と
、
今
年
は
３
人
に
な
る
。
趣
味
も
こ

れ
と
い
っ
て
無
く
、
平
々
凡
々
な
生
活
。 

 

チ
ョ
ッ
ト
待
て
。『
ま
だ
』
72
歳
で
は
な

い
か
。
青
春
と
は
心
の
持
ち
様
で
は
な
か
っ

た
か
？
幸
い
に
も
旅
行
好
き
で
建
物
、
美
術

館
、
博
物
館
巡
り
好
き
な
人
が
傍
に
居
る
。 

 

ヨ
シ
！
今
年
も
妻
の
趣
味
に
付
き
合
お

う
。
今
ま
で
色
々
な
所
へ
連
れ
て
い
っ
て
も

ら
っ
た
が
、
ま
だ
ま
だ
有
る
ぞ
！
次
は
何
処

か
な
？ 

 

  

 

    

  
72
歳
を
迎
え
て 

向
台
町
１
班 

 

島
村 

則
行 

昭 
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昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
長
年
付

き
合
い
の
あ
っ
た
二
人
の
友
人
を
病
気
で

失
い
、
自
分
の
兄
も
病
気
で
失
っ
た
。 

 

 

散
歩
を
し
て
い
る
時
に
知
り
合
っ
た

人
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事

を
知
り
会
員
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー 

か
ら
仕
事
を
紹
介
さ
れ
福
祉
会
館
の
清

掃
員
と
市
報
配
布
を
し
て
い
ま
す
。
仕
事

仲
間
の
皆
様
に
よ
く
し
て
貰
い
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。
昨
年
も
楽
し
く
元
気

に
過
ご
し
ま
し
た
。
今
年
も
明
る
く
前
向

き
に
皆
様
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
、

「
年
男
」
の
一
年
、
平
凡
な
日
々
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
歩
ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
年
７
回
目
の
年
男
、
８
回
目
ま

で
頑
張
り
ま
す
。 

出
会
い 

富
士
町
２
班 

 

星
野 

正
利 

 

友
人
の
口
癖
の
こ
の
言
葉
を
実
感
し

た
の
は
数
年
前
の
こ
と
で
す
。
明
日
は
今

日
よ
り
一
日
歳
を
と
る
か
ら
今
日
が
一

番
若
い
と
い
う
意
味
で
す
。 

 

健
康
寿
命
を
伸
ば
す
べ
く
太
極
拳
を

始
め
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
に
入
り
市
報
の

配
布
と
、
華
工
房
で
仲
間
と
楽
し
く
お
し

ゃ
べ
り
し
な
が
ら
作
品
作
り
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
趣
味
の
洋
裁
も
６
年

続
け
て
い
ま
す
。
老
い
を
感
じ
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
歳
を
と
っ

た
の
は
初
め
て
の
経
験
だ
か
ら
、『
初
め

て
の
72
才
』
、
感
謝
を
忘
れ
ず
、
満
喫
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し

て
１
年
が
過
ぎ
仕
事
に
も
な
じ
み
、
仲

間
と
の
交
流
も
楽
し
い
毎
日
で
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
入
会
前
の
倍
に
も
増

え
、
新
し
い
発
見
、
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
せ
て
い
ま
す
。
健
康
面
で
も
歩
数
の

ア
ッ
プ
、
身
の
こ
な
し
方
、
い
い
方
向
に

行
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

あ
る
夕
食
時
、
妻
に
「
よ
く
食
べ
る
ね

ぇ
」
と
言
わ
れ
て
、
ふ
と
こ
ん
な
平
穏
な

生
活
が
普
通
に
続
い
て
い
る
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
ま
し
た
。
健
や
か
だ
か
ら
こ
そ

こ
の
よ
う
な
言
葉
が
体
に
の
こ
り
ま
し

た
。
妻
に
感
謝
で
す
。
会
員
の
方
々
健
康

に
気
を
付
け
て
良
き
年
に
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
自
身
の
健
康
面
で
も
、
色
々
と

問
題
を
抱
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
社
会
面

で
も
、
各
地
の
災
害
・
凶
悪
事
件
な
ど
暗

く
感
じ
る
事
が
多
い
年
で
も
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
年
が
改
ま
り
、
２
０
２
０
年

は
五
輪
な
ど
も
開
催
さ
れ
、
変
化
が
期
待

さ
れ
る
年
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
新
し
い
こ

と
を
始
め
る
年
に
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。 

そ
れ
に
よ
り
人
生
を
も
っ
と
明
る
く

楽
し
く
生
き
、
そ
れ
が
社
会
の
た
め
に
少

し
で
も
役
に
立
て
ば
と
思
っ
て
い
る
。 

令
和
元
年
か
ら
令
和
２
年
へ 

新
町
班 

 

岩
野 

七
郎 

今
日
が
一
番
若
い
！ 

 ひ
ば
り
が
丘
２
班 

 

清
野 

京
子  

干
支
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
は
七
周
目
に

入
る
。
小
学
校
の
高
学
年
の
こ
ろ
中
学

は
ど
ん
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
か
と
想
像
し

た
一
周
目
。
会
社
に
入
っ
て
社
会
人
と

し
て
眺
め
た
二
周
目
。
三
周
目
は
２
人

の
子
供
の
養
育
に
夢
中
だ
っ
た
こ
ろ

だ
。
仕
事
に
結
構
体
を
張
っ
た
時
期
だ

っ
た
四
周
目
。
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
が

気
に
な
り
だ
し
た
五
周
目
。
シ
ル
バ
ー 

人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
と
趣
味
に
忙
し

か
っ
た
六
周
目
。
さ
て
七
周
目
。
筋
肉

の
衰
え
を
感
じ
つ
つ
も
前
向
き
で
あ
り

た
い
。
シ
ル
バ
ー
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

あ
る
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
に

挑
戦
し
て
み
る
か
。 

七
周
目 

 

北
町
班 

 

島
田 

寛
保 

よ
く
た
べ
る
ね
ぇ 

栄
町
・
ひ
ば
り
が
丘
北
班 中

山 

光
雄 

   

友 

達 

 

田
無
町
２
班 

 

髙
橋 

和
子  

 

 

私
は
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
友
達
に
引
越

を
し
た
旨
の
手
紙
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の

友
達
か
ら
連
絡
が
あ
り
一
人
の
友
が
亡
く

な
っ
た
事
を
知
り
、
ま
た
品
川
の
友
が
病

気
で
入
院
し
て
い
た
事
も
知
り
す
ぐ
連
絡

を
し
て
亡
く
な
っ
た
友
の
お
墓
参
り
に
行

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

毎
月
１
回
、
３
ヶ
月
間
色
々
な
友
達
と

お
参
り
に
行
き
、
そ
の
後
食
事
、
お
し
ゃ

べ
り
を
し
て
帰
る
パ
タ
ー
ン
で
す
。 

疎
遠
に
な
っ
て
も
会
う
と
学
生
の
時
に

戻
り
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
友
が
会
わ
せ
て

く
れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で

も
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
友
達
で
す
。 
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子
供
た
ち
の
下
校
の
見
送
り
を
終
え

た
時
「
よ
か
っ
た
」
と
い
う
安
堵
の
気
持

が
、
私
の
明
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
わ
る

時
で
す
。
予
期
せ
ぬ
子
供
た
ち
の
行
動
に

何
度
と
な
く
「
ヒ
ヤ
ッ
！
」
と
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。 

学
童
交
通
擁
護
員
に
な
っ
て
初
め
て

見
守
っ
た
当
時
の
小
学
５
、６
年
生
は
、

今
や
大
学
、
高
校
生
。
あ
の
頃
は
挨
拶

も
十
分
で
な
か
っ
た
の
に
、
道
で
会
っ

た
り
す
る
と
、
会
釈
だ
け
で
は
あ
る
が

向
こ
う
か
ら
す
る
子
も
い
れ
ば
、
ご
く

普
通
に
「
久
し
ぶ
り
」
な
ど
と
大
人
の

会
話
を
し
て
く
る
子
も
い
る
。
み
ん
な

成
長
し
た
な
と
、
感
動
と
少
し
の
自
慢

を
感
じ
て
い
る
昨
今
で
す
。 

 

明
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー 

保
谷
町
２
班 

 

廣
田 

幸
雄 

下
保
谷
班 

 

小
日
山 

喜
久 

 

川
島 

武
男 

 

 

 

子
供
の
頃
か
ら
自
動
車
が
好
き
で
18

歳
に
な
っ
て
直
ぐ
に
運
転
免
許
証
を
取

得
、
大
学
時
代
の
友
人
の
影
響
か
？ 

昔
か
ら
Ｆ
Ｆ
車
が
好
き
で
、
社
会
人
に

な
っ
て
最
初
に
購
入
し
た
車
が
ス
バ
ル

Ｒ
Ｘ
で
し
た
。
以
来
Ｆ
Ｆ
車
ば
か
り
を
乗

り
継
い
で
き
ま
し
た
。 

昨
年
、
初
め
て
の
高
齢
者
講
習
を
受

け
、
運
転
免
許
証
の
更
新
を
済
ま
せ
ま
し

た
。
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が

多
い
昨
今
で
す
が
、
運
転
す
る
こ
と
が
好

き
な
自
分
と
し
て
は
、
80
歳
位
ま
で
は
運

転
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
妻
と
一
緒
に
車
で
行
く
、
一
泊
、
二
泊

程
度
の
小
旅
行
が
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。 

車 

 

朝
の
出
勤
時
に
バ
ス
の
中
か
ら
何
気
な

く
見
て
い
た
。
学
童
の
横
断
を
見
守
る

方
々
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
方
達
と

知
っ
た
の
は
ず
っ
と
後
で
し
た
。 

朝
の
通
勤
も
卒
業
し
、
運
動
不
足
解
消
と

話
し
相
手
欲
し
さ
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
に
入

会
し
間
も
な
く
１
年
に
な
り
ま
す
。
そ
の

間
、
数
日
で
す
が
学
童
交
通
擁
護
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
し
ま
し
た
。
健
康
的
に
無
理
と
思

い
学
童
交
通
擁
護
は
継
続
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
の
仕
事
の
意
味
深
さ
を
知
り
ま

し
た
。
年
女
の
本
年
は
、
さ
ら
な
る
新
し
い

出
会
い
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

南
町
１
班 

 

石
川 

健 

 
 

 

平
成
30
年
に
70
歳
で
会
社
勤
め
を

辞
め
、
そ
れ
を
機
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
し
、
現
在
ま
で
15
箇
所

の
児
童
遊
園
や
公
園
の
清
掃
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
頃
は
作
業
に

よ
る
体
の
疲
れ
・
猛
暑
・
汚
い
一
般
ゴ
ミ

の
処
分
等
に
嫌
気
が
さ
す
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
業
務
に
も
慣
れ
、
元

気
に
担
当
す
る
公
園
等
を
巡
っ
て
、
清

掃
業
務
を
し
て
い
ま
す
。 

 

時
折
、
作
業
中
に
出
会
っ
た
人
や
遊

び
に
来
て
い
る
保
育
園
児
や
保
育
士
さ

ん
か
ら
挨
拶
や
お
礼
を
言
わ
れ
る
と
、

少
し
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
の
仕
事 

す 

緑
町
班 

 

中
川 

美
惠
子 

向
台
町
１
班 

 

高
橋 

文
夫 

 

交
通
擁
護
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
９

年
に
な
り
ま
す
。
始
め
た
頃
に
６
年
生
だ

っ
た
子
は
成
人
式
を
迎
え
、
お
母
さ
ん
の

お
腹
に
い
た
子
は
４
年
生
に
な
っ
て
い

ま
す
。
子
供
達
の
成
長
を
み
て
い
る
と
時

の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。 

こ
の
仕
事
は
寒
い
日
暑
い
日
雨
の
日

や
風
の
強
い
日
も
あ
る
の
で
正
直
大
変

だ
と
思
う
時
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で

長
く
続
け
て
く
る
事
が
で
き
た
の
も
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
る
仲
間
が
い
る
事
、
そ

し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
登
下
校
し
て
い

る
子
供
の
笑
顔
を
見
て
い
る
と
自
分
自

身
の
活
力
に
な
り
ま
す
。
学
校
の
先
生
や

地
域
の
方
々
に
お
声
を
掛
け
て
い
た
だ

き
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
私
に
と
っ
て

も
元
気
の
源
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。 

 

学
童
交
通
擁
護 

令
和
の
新
年
に
一
言 

北
町
班 

 

田
原 

生
味 
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私
は
昭
和
11
年
丙
子
生
ま
れ
で
す
。

二
二
六
事
件
、
帝
国
議
会
議
事
堂
が
完

成
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
７
回
目
の
年

男
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入

会
し
て
10
年
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
仕
事

を
さ
せ
て
も
ら
い
高
齢
で
も
働
け
る

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
今
も
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
駐
輪
場
の
仕
事
で
子
供

達
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
子
供
達
か

ら
の
笑
顔
と
力
強
い
ハ
イ
タ
ッ
チ
を

も
ら
い
元
気
百
倍
！
私
に
と
っ
て
一

番
の
元
気
の
元
で
す
。
子
供
達
に
感
謝

で
す
。 

仕
事
先
で
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
、

一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
行
き

た
い
も
の
で
す
。 

ハ
イ
タ
ッ
チ
で
元
気
を 

  
保
谷
町
３
班 

 

松
井 

晃 

 

親
友
の
死
か
ら
12
年
が
過
ぎ
、
彼
に

恥
じ
な
い
生
き
方
を
し
て
き
た
の
か
疑

問
に
思
う
こ
と
が
有
り
ま
す
。
子
年
生
ま

れ
の
人
は
堅
実
、
友
を
大
切
に
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
地
で
行
く
彼

で
し
た
が
病
に
は
勝
て
ず
来
世
に
旅
立

ち
ま
し
た
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て

９
年
目
を
迎
え
こ
の
間
素
晴
ら
し
い
仲

間
と
の
出
会
い
、
人
生
で
今
が
一
番
充
実

し
て
い
ま
す
。
何
か
し
ら
人
様
の
お
役
に

立
て
れ
ば
い
い
な
あ
と
の
思
い
と
あ
と

身
体
を
動
か
す
こ
と
へ
の
喜
び
も
あ
り
、

毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

大
黒
様
の
使
い
と
称
さ
れ
る
子
年
の

皆
様
頑
張
ろ
う
！ 

   

 

   

あ
れ
か
ら
12
年 

 

向
台
町
１
班 

 

前
田 

厚 
 

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
ら
」
で
働
い

て
い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
私
よ

り
一
回
り
も
二
回
り
も
年
上
の
方
達

で
、
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

職
員
の
方
々
も
休
み
な
く
忙
し
そ
う

に
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
姿

を
見
て
い
る
と
72
才
は
ま
だ
ま
だ
若
い

と
感
じ
ま
す
。 

負
け
ず
に
「
き
ら
ら
」
の
そ
う
じ
大
臣

で
も
目
指
し
て
み
ま
す
か‥

。 

皆
元
気 

     

保
谷
町
１
班 

 

佐
久
間 

雅
章 

 

十
二
支
の
一
番
目
の
子
年
。
こ
ま
め

に
働
き
者
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。 

年
々
動
き
も
鈍
く
な
り
ま
し
た
が
幸

い
大
病
も
せ
ず
過
ご
し
て
き
た
こ
と
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
人

と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
事
に
感
謝

し
、
こ
れ
か
ら
も
無
理
せ
ず
身
体
を
動

か
し
健
康
で
穏
や
か
な
日
々
が
続
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

子 

年 

 

新
町
班 

 

星
野 

俊
子 

国
勢
調
査
へ
の
熱
き
心
算 

      

皆
さ
ん
新
し
い
年
に
夢
を
持
ち
挑
戦

し
ま
せ
ん
か
。 

私
は
広
報
な
ど
配
布
作
業
を
続
け

て
、
昨
年
６
月
20
日
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
総
会
の
時
に
表
彰
さ
れ
た

一
人
で
す
。
今
も
、
配
布
拠
点
者
を
続
け

て
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
方
が
お
ら
れ
る

通
り
、
本
年
10
月
１
日
に
全
国
的
に
国

勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

私
は
今
回
も
こ
の
調
査
員
に
応
募
し

て
国
勢
調
査
に
協
力
、
貢
献
し
活
動
を

す
る
心
算
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
会
員
の

皆
さ
ん
、
応
募
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

国
勢
調
査
は
『
統
計
法
』
に
基
づ
い

て
、
大
正
９
年
に
実
施
以
来
、
５
年
ご
と

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
『
シ
ル
バ
ー
の
隠
れ
た
能
力

を
開
発
し
再
発
見
で
き
る
』
す
ば
ら
し

い
調
査
員
の
仕
事
で
す
。
今
後
、
当
市
か

ら
市
報
等
で
募
集
案
内
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
応
募
さ
れ
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。 

今
年
の
国
勢
調
査
に
夢
を
持
ち
、
皆

さ
ん
も
積
極
的
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。 

  

緑
町
班 

 

野
中 

冨
雄 
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ごみゼロ運動 参加風景 

 
「
出
会
い 

ふ
れ
あ
い 

文
化
の
輪
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
よ
る
西
東
京
市
民
文
化
祭

も
１９
回
を
数
え
、
１０
月
１９
日
～
１１
月

１５
日
市
内
の
文
化
施
設
等
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
は
、
例
年
よ
り
１
週
間
早

い
１０
月
１９
日
～
２１
日
柳
沢
公
民
館
の

「
展
示
の
部
」
に
参
加
。
一
針
一
針
丁
寧

に
制
作
さ
れ
た
華
工
房
の
バ
ッ
ク
類
や

ク
リ
ス
マ
ス
用
の
小
物
類
、
和
服
か
ら
リ

フ
ォ
ー
ム
さ
れ
た
ド
レ
ス
等
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

各
種
教
室
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
班
は
子
年

に
ち
な
ん
だ
多
く
の
作
品
を
展
示
、
来
場

者
の
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
相
談
に
も
丁
寧

に
対
応
、
ま
た
、
習
字
教
室
の
元
気
な
児

童
の
作
品
は
毎
年
会
場
を
明
る
く
し
て

い
ま
し
た
。 

柳
沢
公
民
館
の
参
加
団
体
が
減
少
さ

れ
る
中
、
今
年
は
個
人
参
加
の
作
品
も
あ

り
ま
し
た
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
頑
張
り
は

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

昨
年
11
月
9
日
・
10
日
、
西
東
京
市
民

ま
つ
り
が
行
わ
れ
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
大

勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
パ
レ
ー

ド
に
は
23
団
体
が
参
加
さ
れ
、
当
セ
ン
タ

ー
か
ら
は
30
人
が
参
加
し
、
隊
列
ご
と
に

揃
い
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
、
の
ぼ
り
旗

や
手
作
り
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
行
進
し
ま
し
た
。 

 

警
察
や
消
防
の
方
々
に
守
ら
れ
な
が

ら
、
谷
戸
イ
チ
ョ
ウ
公
園
を
出
発
し
、
ま
つ

り
会
場
い
こ
い
の
森
公
園
ま
で
の
沿
道
に

は
、
お
子
様
連
れ
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
手
を
振
っ
て
く
だ
さ

り
楽
し
い
パ
レ
ー
ド
で
し
た
。
会
場
ブ
ー

ス
出
店
で
は
、
華
工
房
が
手
芸
品
や
衣
料

品
な
ど
の
手
作
り
作
品
を
販
売
し
ま
し

た
。 

市

民

文

化

祭

 
 

 

 

市 民 ま つ り   
 

華
工
房
と 

パ
ソ
コ
ン
班
が
参
加 

 

パ
レ
ー
ド
に
参
加 

 

女
性
部
会
ブ
ー
ス
出
店
で
活
躍 

 

 

 

 

ま
た
、
運
営
で
は
当
セ

ン
タ
ー
か
ら
約
150
人
の
会

員
が
、
会
場
内
外
の
駐
輪

場
の
案
内
整
理
、
道
路
交

通
の
安
全
整
理
、
ご
み
の

分
別
指
導
整
理
な
ど
で
活
躍

し
ま
し
た
。 

（
総
務
部
会
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

【 地域班だより 】 谷戸町１班 

 

 

今日という日に感謝して 

 谷戸町１丁目・２丁目をエリアとしており、西

東京市の南北のほぼ中央の西寄りに位置して、

近年マンションの建築ラッシュで世帯数は４,

２００を超えているようです。 

我が班は平成３０年度以降、班別の会員数で

トップを維持しています。現在６１名です。          

先日、これからの班の運営について伊藤・倉橋

副班長と班会員で当班の担当理事の対馬研修部

会長にもご参加頂き、班長会議報告会を実施し

ました。 

そこで今年度の目標を、①会員数トップの維

持と会員増加、②ごみゼロ運動等ボランティア

活動への参加、③元気の源フレイル予防への参

加、としチャレンジすることに決まりました。 

また最近、高齢者が元気に暮らせる秘訣とし

てよく聞く言葉「きょういく」「きょうよう」「ち

ょきん」は「教育」「教養」「貯金」ではなく、『今

日行くところがある』『今日する用がある』と『筋

力を貯える』のことだそうです。 

シルバーでの就業はまさにこれに適っていま

す。元気だから働ける、働くから元気になる、さ

らに配分金としての対価も得られます。 

「今日という日に感謝して」という山川豊の歌

のように、これからの人生で一番若い「今日」に

感謝し、令和２年も明るく、楽しく、そして元気

よく過ごしたいと思います。 

       (谷戸町１班 班長 西村 覺) 
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平成 31年（令和元年）のボランティア活動報告（1月～12月） 
平成 31 年のボランティア活動には、多くの会員に参加していただきました。 

ご協力ありがとうございました。                （ボランティア委員会） 

 

田無駅踏切見守り

ボランティア 

行 事 名 期 間 参加者 延参加者 

全国 春の交通安全週間 5 月 13～20 日 30  

84 名 全国 秋の交通安全週間 9 月 24～30 日 30 

TOKYO 交通安全キャンペーン 12 月 2～6 日 24 
 

地域合同 

パトロール 

会 場 月 日 参加者 延参加者 

あらやしき公園 4 月 27 日 午前 63 

63 名 南町スポーツセン

ター（きらっと） 
10 月 11 日 (中止) (中止) 

 

統一美化キャン

ペーン（ごみゼロ

運動） 

主 催 月 日 参加者 延参加者 

西東京市 5 月 25 日 午前 490 
1014 名 西東京市 9 月 28 日 午前 524 

                              

東京マラソンのボランティア募集 

日 時 ： 令和２年３月１日（日） 

場 所 ： 未定 

内 容 ： 観客整理ほか 

締切日 ： 令和２年１月２４日（金） 

活動を希望される方は 

事務局までご連絡ください 

Ｋ
Ｙ
と
転
倒
防
止
と
フ
レ
イ
ル
予
防 

こ
の
３
つ
は
健
康
の
た
め
の
三
位
一
体

の
取
り
組
み
で
す
。 

 

・
Ｋ
Ｙ
行
動 

Ｋ
Ｙ
と
は
「
危
険
を
予
知
す
る
」
こ
と
で

す
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
私
た
ち
自
身

が
「
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
と
判
断
力
の

衰
え
を
認
識
す
る
」
こ
と
で
す
。
私
た
ち
の

お
か
れ
た
環
境
に
は
常
に
リ
ス
ク
が
潜
ん

で
い
ま
す
。 

仕
事
の
手
順
の
中
で
、
一
つ
先
を
考
え

て
行
動
す
れ
ば
、
自
ず
と
そ
の
行
動
に
潜

む
リ
ス
ク
は
予
知
で
き
ま
す
。
予
知
す
る

こ
と
で
事
故
は
防
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
先
を
よ
む 

作
業
手
順
が 

事
故
防
ぐ
」 

 
・
転
倒
防
止 

高
齢
者
の
転
倒
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
と
ん
ど
が
身
体
機
能
と
判
断

力
の
低
下
に
よ
る
Ｋ
Ｙ
不
足
に
よ
る
も
の

で
す
。 

転
倒
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
が
結
果
と
し
て

要
介
護
に
繋
が
り
、
家
族
を
巻
き
込
ん
だ

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
高
齢
に
な
っ
て
の
転
倒
機
能
障
害

は
快
復
が
難
し
く
、
高
齢
者
に
と
っ
て
介

護
へ
の
入
り
口
と
い
え
ま
す
。 

 

「
転
倒
は 

介
護
の
入
り
口 

悪
魔
の
手
」 

 

・
フ
レ
イ
ル
予
防 

フ
レ
イ
ル
と
は
健
康
と
要
介
護
の
中
間

の
状
態
を
い
い
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
状
態

の
時
は
健
康
に
戻
れ
ま
す
が
、
要
介
護

に
な
っ
て
か
ら
で
は
健
康
に
戻
る
こ
と

は
殆
ど
不
可
能
で
す
。
フ
レ
イ
ル
予
防

の
３
つ
の
要
素
は
栄
養
、
運
動
そ
し
て

社
会
参
加
で
す
。
中
で
も
社
会
参
加
は

最
も
重
要
で
あ
り
社
会
参
加
し
て
い
な

い
と
、
そ
れ
が
原
因
で
ド
ミ
ノ
倒
し
的

に
要
介
護
に
な
る
可
能
性
は
非
常
に
高

く
な
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
シ
ル
バ

ー
会
員
と
し
て
社
会
参
加
を
し
て
い
る

皆
さ
ん
は
非
常
に
フ
レ
イ
ル
予
防
に
役

立
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
是
非
、
周

囲
の
人
々
に
も
シ
ル
バ
ー
会
員
へ
お
誘

い
い
た
だ
き
、
人
の
世
話
に
な
ら
な
い

自
立
し
た
素
晴
ら
し
い
シ
ル
バ
ー
ラ
イ

フ
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 

 

「
会
員
登
録 

社
会
参
加
で 

フ
レ
イ
ル
予
防
」 

 

（
安
全
管
理
委
員
長 

山
田
孝
輝
） 

  

 

安 

全 

コ 

ラ 

ム 

   

 

Smile to Smile  
の一層の利用拡大

を！！ 
スマホ・パソコンで 

 ＜就業情報＞ 

 ＜配分金情報＞が閲覧

できます。 
 

登録受付は事務局に 
お申込みください 
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事 業 実 施 状 況 

令和元年 

10 月分 
受託件数 

就業 
実人員 

契約金額  
就業率 
 （％） 合計 比率 

前年同月比
（％） 

公共事業 48  26,097,002 59.0 99.1 男 77.0 

民間事業等 439  18,160,274 41.0 84.6 女 73.8 

合 計 487 886 44,257,276 100.0 92.6 計 75.9 

令和元年 

11 月分 
受託件数 

就業 
実人員 

契約金額  
就業率 
 （％） 合計 比率 

前年同月比
（％） 

公共事業 48  25,816,377 54.4 99.9 男 77.7 

民間事業等 502  21,648,662 45.6 95.5 女 75.4 

合 計 550 911 47,465,039 100.0 97.9 計 76.9 

 

配
分
金
の
振
込
み
日
は 

１２
月
就
業
分 

 

１
月
１６
日
（
木
） 

１
月
就
業
分 

  

２
月
１７
日
（
月
） 

２
月
就
業
分 

  
３
月
１６
日
（
月
） 

 

 
 

サ
ー
ク
ル
掲
示
板 

シ
ル
バ
ー
歩
く
会 

 

 

第
155
回 

２
月
16
日
（
日
） 

 
 

半
蔵
門
～
赤
坂
見
附
（
紀
尾
井
町
） 

 
 

Ｊ
Ｒ
高
田
馬
場
山
手
線
ホ
ー
ム
中
央 

出
発
時
間 

９
時 

 

第
156
回 

３
月
28
日
（
土
） 

 
 

玉
川
上
水
を
歩
く
（
小
金
井
公
園
に
て
お
花
見
） 

西
武
新
宿
線
小
平
駅
下
り
ホ
ー
ム 

待
合
室
付
近 

出
発
時
間 

９
時 

 

問
合
せ
は  

大
沢
リ
ー
ダ
ー
ま
で 

 
 
 

０
８
０-

６
７
７
５-

０
３
０
３ 

  

カ
ラ
オ
ケ 

Ｓ
Ｋ
Ａ
ク
ラ
ブ
（
お
あ
し
す
） 

 

＊
入
会
希
望
者
は 

上
松
リ
ー
ダ
ー
ま
で 

０
４
２-

４
６
１-

３
９
４
６ 

  

碁
友
会
（
ル
ピ
ナ
ス
） 

 
 

毎
週
火
曜
日
９
時
～
１２
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
４
は
休
み
） 

 
 
 

１
月
２１
日 

 
 
 

２
月
４
・
１８
日 

 
 
 

３
月
３
・
１０
日 

 

問
合
せ
は  

佐
藤
会
長
ま
で 

 
 
 

０
８
０-

８
８
６
８-

３
９
２
１ 

会  

員  

総  

数 

男 

性 
 
 
 
 

七
七
七
名 

女 

性 
 
 
 
 

四
〇
九
名 

合 

計 
 
 

一
、
一
八
六
名 

（
12
月
２０
日
現
在
） 

自
転
車
関
係
就
業
者
を
対
象
に
開
催 

 

令
和
元
年
11
月
18
日
（
木
）
保
谷
庁
舎

4
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
79
名

の
方
が
出
席
さ
れ
、
渡
邊
会
長
の
開
会
挨

拶
に
続
き
、
以
下
の
３
名
の
方
の
講
話
を

頂
き
ま
し
た
。 

１
．「
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
」 

小
林
壽
美
（
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
）
氏 

２
．「
事
故
の
発
生
状
況
、
自
転
車
で
の
経

路
途
上
の
注
意
、
自
転
車
保
険
な
ど
」 

 
 

小
中
清
隆
（
安
全
管
理
委
員
）
氏 

３
．「
放
置
自
転
車
整
理
指
導
員
と
し
て
の

注
意
事
項
」 

山
崎
紀
夫
（
総
務
部
会
員
）
氏 

柳
沢
副
会
長
か
ら
研
修
会
で
の
講
義

を
、
実
践
し
就
業
に
生
か
し
て
ほ
し
い
旨

の
こ
と
ば
で
閉
会
し
ま
し
た
。
大
変
有
意

義
な
研
修
会
で
し
た
。 

 

（
研
修
部
会
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

会
員
接
遇
研
修
会 

  
 

清
掃
研
修
会
報
告 

  

１２
月
２
日
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
て
、
会

員
・
家
事
援
助
・
生
活
支
援
等
関
係
者
向
け

清
掃
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

講
師
は
長
谷
工
グ
ル
ー
プ
技
術
研
修
セ
ン

タ
ー
の
男
性
ス
タ
ッ
フ
３
名
で
し
た
。 

洗
剤
の
い
ろ
い
ろ
な
種
類
、
ト
イ
レ
清
掃
、 

ガ
ラ
ス
面
清
掃
、
床
面
拭
き
作
業
等
々
多

岐
に
亘
る
テ
キ
ス
ト
と
実
地
の
勉
強
会
で

し
た
。
応
募
者
１２
名
、
女
性
部
会
員
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
９
名
に
加
え
、
事
務
局
よ

り
井
砂
・
林
田
主
任
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
女
性
部
会
） 
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当 面 の 行 事 予 定 表  

 

編
集
後
記 

 

会
員
の
皆
様
に
は
、
初
め
て
迎
え

る
令
和
の
新
年
に
何
を
祈
念
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
た
お
や
か
な
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

 

昨
年
同
様
、
新
年
号
特
集
に
子
年

生
ま
れ
の
「
年
男
、
年
女
」
の
寄
稿

を
お
願
い
し
ま
し
た
。
ひ
と
り
一
人

の
個
性
が
輝
く
生
き
方
に
、
え
も
言

わ
れ
ぬ
縁
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
寄
稿
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

今
後
と
も
親
し
ま
れ
る
紙
面
づ

く
り
に
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
広
報
部
） 

行  事 開 催 日 

会員新年会 １月１８日（土） こもれび小ホール 

定例理事会 １月２４日（金）、２月２６日（水） 

交代要員面接 １月２３日（木）～３０日（金）〈土日除く〉 

第４回 
地域班長会議 

２月６日（木）  

活動紹介フェア １月３１日（金）・２月１日（土） 

入会説明会 ２月１７日（月）、３月１６日（月） 

就業相談会 ３月３０日（月）〈１月・２月休み〉 

 

広報部会員 

ト 

ピ 

ッ 

ク 

ス 

 

貢
献
表
彰
制
度
が
ス
タ
ー
ト 

  

「
貢
献
表
彰
制
度
」
は
、
次
の
要
件
を

満
た
し
た
会
員
に
対
し
て
表
彰
す
る

制
度
で
す
。
活
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く

り
に
お
互
い
の
知
恵
と
情
報
を
全
開

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

会
員
紹
介 

 

１
事
業
年
度
（
原
則
４
月
か
ら
翌
年

３
月
）
に
３
人
以
上
の
新
た
な
会
員
を

紹
介
い
た
だ
い
た
会
員
に
表
彰
状
と

記
念
品
を
贈
呈
さ
れ
ま
す
。 

 

な
お
、
会
員
が
紹
介
し
た
人
数

に
５００
円
を
乗
じ
た
額
を
紹
介
し

た
翌
年
度
限
り
、
そ
の
会
員
が
所

属
す
る
班
の
活
動
費
に
加
え
て
助

成
さ
れ
ま
す
。 

新
規
受
注
紹
介 

 

１
事
業
年
度
に
３
件
以
上
の
新

た
な
受
注
紹
介
を
い
た
だ
い
た
会

員
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈

さ
れ
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
受
注
先
と
３
か
月
以

上
の
受
注
契
約
を
締
結
し
た
場
合

に
限
ら
れ
ま
す
。 

☆
「
シ
ル
バ
ー
西
東
京
」
第
161
号

の
折
込
み
参
照
。 

 

市
川
さ
ん 

に
、
こ
の
仕 

事
に
就
い
て 

の
感
想
を
伺 

い
ま
し
た
。 

①
ひ
と
り 

で
や
る
仕
事 

は
性
に
合
っ 

て
い
る
②
一
日
一
万
歩
は
歩
き
足

腰
が
強
く
な
っ
た
③
放
置
自
転
車

を
集
積
場
へ
運
ぶ
の
も
台
車
が
あ

る
の
で
苦
に
な
ら
な
い
④
冬
場
の

早
番
は
、
き
つ
い
が
楽
し
く
仕
事

を
し
て
い
る 

と
の
こ
と
で
し

た
。 

 

諸
職
種
へ
の
一
層
の
女
性
会
員

進
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 

（
広
報
部
会 
佐
藤
勝
司
） 

 

 

事 務 局 一 同  

今 年 も よ ろ し く  
お 願 い い た し ま す  

 

 

後列：本橋主任、小高さん、鈴木さん、林田主任 

前列：山田次長、成田局長、下田次長、井砂主任 

 

広 報 部 会 員  


